
一
　
岡
山
県
備
前
市

「
定
住
自
立
圏
構
想
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
」

　

定
住
自
立
圏
構
想
の
実
施
に

当
た
り
、
中
心
市
を
備
前
市
が
、

周
辺
市
で
あ
る
赤
穂
市
が
事
務

局
を
担
当
し
事
務
負
担
の
分
散

化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第

一
期
で
問
題
視
さ
れ
た
、
費
用

対
効
果
の
面
で
の
反
省
を
踏
ま

え
、
第
二
期
で
は
、
選
択
と
集

中
を
意
識
し
た
事
業
推
進
を

図
っ
て
い
る
。

二
　
愛
知
県
一
宮
市

「
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
」

　

新
庁
舎
の
基
本
理
念
と
し
て
、

「
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
庁
舎
」、

「
便
利
で
分
か
り
や
す
い
庁
舎
」、

「
市
民
に
開
か
れ
た
庁
舎
」、「
安

全
・
安
心
な
庁
舎
」と
な
っ
て
お

り
、
具
体
的
に
は
、
低
層
階
で

の
総
合
窓
口
化
、
防
災
会
議
室

の
常
設
化
、
執
務
空
間
の
オ
ー

プ
ン
化
等
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一宮市役所にて

那覇市役所にて

三
　
静
岡
県
焼
津
市

「
全
職
員
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
配
付
に
つ
い
て
」

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
に
よ

り
、
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

で
の
コ
ス
ト
削
減
を
は
じ
め
、

外
国
人
へ
の
通
訳
の
実
施
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
の
発
信
、
災
害
時

や
工
事
現
場
の
状
況
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
送
信
等
に
威
力
を
発
揮

し
て
い
る
。

一
　
東
京
都
台
東
区

「
こ
ど
も
環
境
委
員
会
に

つ
い
て
」

　

小
学
校
高
学
年
を
対
象
と
し

た
講
座
で
、
単
な
る
対
処
療
法

的
な
学
習
で
は
な
く
、
問
題
の

本
質
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

通
し
て
理
解
さ
せ
、
環
境
へ
の

意
識
の
変
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

二
　
沖
縄
県
沖
縄
市

「
こ
ど
も
の
ま
ち
推
進
に

つ
い
て
」

　

平
成
１７
年
国
勢
調
査
で
15
歳

未
満
の
人
口
の
割
合
が
全
国
一

高
く
、
平
成
20
年
度
に「
こ
ど
も

の
ま
ち
」を
宣
言
し
、
未
来
に

可
能
性
を
秘
め
た
こ
ど
も
た
ち

の
表
現
活
動
を
育
む
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
。

三
　
沖
縄
県
読
谷
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
よ
み
た
ん
そ
ん
）

「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動

範
囲
に
つ
い
て
」

　

最
大
距
離
は
、
鹿
児
島
県
に

属
し
て
い
る
徳
之
島
、
約
２
０
０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
２
時
間
で
、

出
動
す
る
場
合
は
、
離
島
の
病

院
等
か
ら
の
要
請
が
多
く
、
ド

ク
タ
ー
が
、
患
者
等
の
状
態
を

確
認
す
る
な
ど
、
連
携
が
図
ら

れ
て
い
る
。

四
　
沖
縄
県
那
覇
市

「
病
児
・
病
後
児
保
育
に

つ
い
て
」

　

病
気
の
回
復
期
に
乳
幼
児
を

一
時
的
に
預
か
る
事
業
を
、
民

間
の
病
院
が
自
主
事
業
と
し
て

始
め
、
そ
の
後
、
那
覇
市
内
３

カ
所
へ
業
務
を
委
託
し
事
業

を
開
始
し
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会5

月
18
日
〜
20
日（
所
管
事
項
調
査
）

民
生
常
任
委
員
会5

月
20
日
〜
22
日（
所
管
事
項
調
査
）

各常任委員会行政視察報告各常任委員会行政視察報告各常任委員会行政視察報告
　５月１８日から２２日にかけて、総務、民生、建設産業、文教の４常任委員会が、それぞれ行政

視察を行ってまいりました。各常任委員会の報告は以下のとおりです。

おおたわら市 議会だより 平成 27年 8月1日 (18)


